
２月７日（月）「コロナの名前の由来」 
 
元気よく朝の挨拶をしましょう。おはようございます。 

 
さて、今週の朝会は、コロナの名前の由来についてお話します。なんでコロナという名前

なのでしょう？ 
 
 まず、この文字を見てくさい。  
 αアルファ βベータ γガンマ 
 この文字を何というか分かりますか？この文字は、ギリシャ文字といいます。なんとなく
アルファベットと似ていますね。そう英語の文字はもともとギリシャ文字から来ています。 
 
 ギリシャ文字のお勉強をしましょう 
 
 αアルファ βベータ γガンマ δデルタ εイプシロン ζゼータ  
 ηイータ  θシータ ιイオタ κカッパ λラムダ  μミュー  
 νニュー  ξクサイ οオミクロン  πパイ  ρロー σシグマΣ  
 τタウ   υユプシロン   Φファイ  χカイ  ψプサイ  
 ωオメガ 
 
 どこかで聞いたことがある名前がいっぱい出てきました。デルタ、オミクロン、そう、新
型コロナウイルスの変異株の名前は ギリシャ文字からつけられています。 
デルタ株、オミクロン株のほかにも、 
アルファ株 ベータ株 ガンマ株 デルタ株 などがあります。 
 実は「コロナ」という言葉もギリシャ語なのです。ギリシャ語で、王冠のことです。王様
のかんむりという意味です。コロナウイルスを見ると王冠のようにギザギザがついているの
で、「コロナ」と名付けられたそうです。 
 ところで 新型コロナウイルスと言いますが、新型ということは古い型もあるのでしょう
か？ 
もともと風邪のウイルスの種類で、ヒューマンコロナウイルス、サーズコロナウイルス、 

マーズコロナウイルス があり、これらが 旧型コロナウイルスになります。 
 新型コロナウイルスは、「 COVID-19 」と言われ、2019 年に中国で確認されました。 
 
 オミクロン株の次はパイ株、ロー株、シグマ株と続くと言われていますが、今や誰がかか
ってもおかしくない状況です。引き続き ソーシャルディスタンス、手洗い 換気 黙食に
努めていきましょう。マスクもしっかり鼻までつけておきましょう。  
 今私たち人類が 目に見えないウイルスと戦っています。オミクロン株は、感染力が強い
ので、誰がかかってもおかしくない状況です。コロナにかかった人がいたとしても決して差
別をしないでください。 
  
さて、2 月 4 日からは北京オリンピック・パラリンピックが始まりました。色々な競技で

頑張っている人たちを見ると元気になりますね！ 
今週も元気に過ごしていきましょう。 
 
以上でお話を終わります。（礼） 


